
118－ 研究の視点

協力ޚは「東アジアにおける東西文明の出会い҃いは衝突」というテーマを掲げ、数人の先生方のࢲ　
を得て共同研究グループをىち上げた。そのझࢫは以下のようなものである。

前年度までの研究テーマ「近代アジアにおける伝統文化の変容」を受け、今年度以降は、アジア近
代化の過程において、アジアの都市において、東西の異文明、異文化がどのように出会い、衝突し、
融合していったのかを、「科学技術」、「翻訳」、「モダニズム」、「消費文化」をキーワードとして、
研究していくこととしたい。

　こうしたテーマのもとに早速共同研究にண手するはずであったが、諸ൠの事情により、े分な進展を
見ていない。そこで、今後の共同研究プロジェクトに関する研究の視点について、ࢲ見をड़べ、スター
トの地点を֬認しつつ、今後の共同研究の進展を図ることとした。
　時代は 30年Ḫる。バブルのਅっ੝りの時代、人文学において流行していたのは、ポストモダン、ポ
スト構造主義、「ニューアカ」であり、この時期、൷൑の標的にされていたのは、構造主義及び構造主
義と和解して間もないマルクス主義であった。ࢲはその流行と「既成の権Җ」への൷൑の޲こうଆに、
西Ԥ文化へのݏ悪、合理主義への଀悪、一言で言えば「アンチ・モダン」がಁけて見え、ۃめて不༇շ
であった。そのため、当時の人文研で共同研究グループに加わり、モダニズム及び合理主義、そしてマ
ルクス主義と構造主義を༴護すべく、ささやかな論ਞをはり、「中国の近代化と民଒問題」というかな
り長い文ষを書いた。今から見れば長いだけのஓ੿なものだが、その過程で、近代化とこれをࢧえるࢥ
૝について必死に考えながらまとめたものであって、ࢲはその結果、近代合理主義への֬信と言うべき
ものを持つことができ、その後の研究に取り組Ή࢟勢ができたとࢥっている。以下、その時期のことを
૝ىしながら、今回のテーマのもとなった考え方を൸ᖨし、グループでの議論にڙすることとした。
　ここでは、国家や民଒、政治や法律の諸制度と近代化の問題については、門外׽ということで（言い
たいことは山΄どあるが）一୴置いて、文学を中心とした大ऺ文化について考えることにする。19 世
紀に、軍؋、大๒、軍ୂ、঎ધ、外交官、঎人、宣教師らと共に、西Ԥからアジアに来ऻした近代化の
೾は、特に大都市のॸ民の文化の࢟を大きく変えた。その೾とは、それまで程度のࠩこそあれ一部の階
階層の人々によって઎有されていた文化を、新たな方法によって大量生産し、新たなメディアによ、ڃ
って安Ձで提ڙするものであり、一言で言えば、コϐー文化であった。
　東アジアにおいては、文化の大ऺ化の଻動は 16世紀の後半から始まり、西Ԥ文化の౸ண以前にすで
に相当の広がりを見せていた。それは、日本、中国、ே઱の各国が相当に高い識ࣈ཰を֫得していたこ
と、それとݺ応して、民間で༷々な形ࣜの文学࡞品などが大量に出版され、流通をしていたことを見れ
ば明らかであろう。西Ԥのコϐー文化は、その流通のスϐードと規模とを大きく変えたに過͗ない、と
いうことさえ言えるのである。
　しかし、この新しいൽାに੝られたのはݹくてカビषいものではなかった。時代と共に刻々と࢟を変
えていく大ऺの文化が新たな文ࣈとなり、新たなҹ࡮形ࣜで市場へ出て行くと共に、全く新しいࢥ૝、
文化も、大ऺにとって口当たりのよいよう加工され美ञとして੝られていたのである。進化論も民主主
義も、ֵ໋ࢥ૝もニヒリズムも、探ఁখઆや࿀Ѫখઆと共に、世界の空間を切り取ったࣸਅと共に、レ
コードやラジオから流れる新しいԻָとともに、ߋには動くө૾と共に人々のもとにಧけられた。その
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ことの意味をもっと重いものとして我々は考えるべきではないかというのが、30年前からのࢲのࢥい
である。なͥなら、19 世紀から 20世紀にかけてアジアの人々がそうしたものを受け止めた結果として、
アジアの中で生きている今のࢲもあるからだ。
　ແ論、そうしたԤ米の৵略と共にԡし寄せた近代化の೾がෛのଆ面を有していたことは、൱定する余
地はない。しかし、大ऺ化を進めるコϐー文化は、広い意味での民主主義をී及する役割を果たしたこ
とも間ҧいがない。そのことは、コϐー文化を心ఈ଀み、ഁ յし、人々の手元にಧか͵ようにしたのは、
৵略者の中の最も野൮な連中であったことを見れば明らかであろう。因みに、太࠻治のԕԑにあたる٠
୩ӫ（19 02ô19 のʰসいの大学ʱは൴へのオマージュとして書かれた。）は、大学入試と美ت޾୩ࡾ、37
術へのເにં࠳し、Τϊケンの࠲෇き࡞者となってᕆ૲で࡞ܶت家として活躍したが、そのসいの中の
ᨨࢗで当ہに଀まれ、徴ฌされてわずかࡾϲ月で戦死している。これが୯なるۮ然の結果とはࢥえない。
　٠୩の不ࡏによりΤϊケンはもはやかつてのًきをࣦい、戦後も華やかな活躍をすることはなかった。
そのため、また戦前のө画フィルムの保存がされていないため、我々はΤϊケンの、ͻいてはᕆ૲のモ
ダニズムのચྱを受けた大ऺ演ܶの本当のັ力をे分に理解することができないのだが、そこで生まれ
た༷々な࡞品とギャグ、ഓわれたԻָ的センス、ҭ成された࠽能が戦後の大ऺ文化の一୺を担ってきた
ことだけは間ҧいがないし、そのਫ਼ਆは伝આのラジオ൪組ʰ日ָ༵ޘ版ʱや青島޾உとクレージーキャ
ッπのʰおとなのອ画 、ɦさらには井上ͻさしなどのসいとᨨࢗを重Μじる࡞家たちに受けܧがれてい
ったことも෇記しておく。
の専門で言えば、中国の戦前から戦後にかけて、ϗームズ―ワトソンタイプの探ఁখઆをࣥචしてࢲ　
いた程খ青（189 3ô19 76）という࡞家がいた。上海の時計԰で൸࿐目԰の一員としてクラリネットを演
૗していたが、ಠ学でӳ語を学び、ોभの中学のྟ時教員となる。そこで本֨的にӳ語をษڧし、ϗー
ムズものの翻訳に取り組Ήと共に自ら探ఁখઆを書き始め、翻訳、૑࡞、ධ論、ࢽࡶの運営を行い、後
にはө画界に進出し、自らの࡞品のプロデュースも行った。戦後はોभ大学で教ฬをࣥり、૑࡞活動は
΄とΜど行わなかったが、公安関係のװ部が൴の࡞品をѪಡし、ごҨ଒の࿩では、文ֵ中も公安ܯ察が
൴を守ったという。西Ԥの近代と出会ったए者が、༷々なメディアの中で新たな文化を生み出し、それ
が࣍の世代の文化をҭてていく一つのయܕであり、こうした事例の中にあるものを我々がे分に἞み取
ってこそ、はじめて我々がモダンを৐り越える可能性がある、ࢲはそう考える。
　だが、すでに৮れたように、近代化の過程で大ऺにૹりಧけられたものは、ָޘのみではなかった。
西洋伝来の新たなࢥ૝と文化もまた、このൽାの中に੝られていたのである。それが৵略のための道具
立てであったとしても、多くの人々がดじࠐめられていた当時の社会のシステムよりは間ҧいなくັ力
あるものとしてөっていたはずである。特に一ਆ教の制約を受けないアジアではଏ流進化論の影響はۃ
めて大きかったし、科学の欠೗と法律とࡋ൑制度の不備にۤしΉ人々にとっては探ఁখઆもまたただの
車、自動車、ラジオにө画ؿされるڙにとどまるものではなかった。さらには科学技術によって提ָޘ
など༷々な不ࢥ議もまた、人々の心を動かし、ະ来へのເとر望を与え、それがഁれた時には、ಆいに
立ち上がる人をも生み出す力をも有していたのである。従って、近代の問題、特に西Ԥとアジアの関係
を考える時、ジャンルごとに区切って考えることは危険である。特に科学、進化論、それに民主主義的
なもの、自༝と平等へのಌጦを切りࣺてて考察することは、この時代の本質を見ࣦうことになるとࢲは
考えている。
　以上、共同研究についてࢲ見をड़べたが、アジアの近代にԙいて我々はԿを得てきたのかを、研究グ
ループのメンバーと議論を交わしつつ、人文科学、社会科学、そして科学史の角度から、この一年の஗
れを取り໭すべく、研究をଓけていきたいと考えている。

 （すずき　よういち　ਆಸ川大学外国語学部教授）
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